
Ⅰ．環境方針
山陽工業株式会社は、次の「環境方針」に基づき環境保全活動に取り組んでいます。
私たちの「ものづくり」への想いは創業当時から脈々と受け継がれ、今も変わることはありません。
それは「LANDING」という理念です。単に建造物を造るのではなく、人や地域から地球環境のこ
とまでも総合的に捉えて、プラスαの価値を造り上げることです。時代は今、かつてないスピード
で変化を繰り返しています。私たちには、それに適応すると共に、多様化し変化し続けるお客様
のニーズを常に先取りしていくことが求められています。
台風や地震、津波など、近年大型化した自然災害への工学的な対応は勿論のこと、限りある資
源の有効活用やCO2削減などの地球環境問題にも積極的に取り組み、お客様の満足度向上
に力を注いで参ります。

≪企業理念≫

「私たちは、お客様の信頼に応えて、ふれあいと、つくる心を大切に、挑戦者としての姿勢
を貫き、次代に向けた新たな価値づくりを実践し、社会に貢献する企業を目指します。」

１、地域社会への貢献を強力に推進する。

2、時代を先取りした商品・サービス・技術力・機能を提供する。

３、企業の健全性を推進する。

４、明るく働きがいのある企業づくりを進める。

≪環境経営方針≫

わが社は、「新たな環境づくり＝新たな価値づくり」を目標に、地域社会に密着した“快適な
社会づくり”に貢献してきた。

これからの事業活動として、法令を順守した“環境にやさしい”構造物の建設を目指し、周辺
環境と調和した地域社会づくりを目指す。

【環境行動指針】
１．省エネ、省資源及び資材の再資源化を考慮した事業活動を推進する。

２．環境に配慮した設計・施工を提供する。

３．グリーン調達の強化を図る。

４．現場周辺の環境影響を極力小さくする方策を実施する。

５．現場パトロールを強化し、環境に関する教育、意識の向上を図る。

６．建設に伴う関連法規及び地域社会との協定等を順守する。

制定日

山　陽　工　業　株　式　会　社

代表取締役社長　　　俵　　　　　　透

2010年9月1日
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Ⅱ．事業の概要

（１）事業所名および代表者名

山陽工業株式会社

代表取締役社長　　俵　　透

（２）所在地

： 〒730-0805　　広島県広島市中区十日市町一丁目１番９号

： 〒728-0022　　広島県三次市西酒屋町大久保６４６－２

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　　香川　孝之　　　　　ＴＥＬ：082-232-6471　/　ＦＡＸ：082-291-2233

環境管理担当者　　市場　直樹 　 　　　ＴＥＬ：082-232-6471　/　ＦＡＸ：082-291-2233

（４）主な事業内容及び対象範囲（認定登録範囲）

・ ： 土木構造物及び建築物の設計、施工

・ ： 本社、三次営業所

（５）事業の規模

・ 資本金　　　　　８，０００万円

・ 売上高　　　　　５，５５４百万円（2年５月）

従業員　　　　　86人

・ 床面積　　　　　６００．５６㎡

（６）認定事項（令和2年５月現在）

・ 建設業許可 広島県知事　許可（特ー２３）第３３７１９号

（土木・建築・大工・とび・土工・屋根・管・タイル・れんが・ブロック・鋼構造物・ほ装・塗装・防水

内装・造園・建具・水道施設工事業）

・ 一級建築士事務所登録 広島県知事登録１４（１）第４５６８号

・ 浄化槽工事業者届出 広島県知事（届２１）第１３０７号

・ ＩＳＯ９００１登録 認証番号　ＭＳＡ－ＱＳ－４１２

・ エコアクション２１登録 認証・登録番号　０００６９０４

本　　　　社　：　

三次営業所

活 動 内 容

対象事業所
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（７）環境管理組織及び役割権限表(令和2年5月31日現在)

　

　

　

社　長

安全品質保証部

作業所
事業総本部

建　築　部 作業所

環境事務局

設　計　部

建築営業部

土　木　部

建築営業・リ
ホーム本部

三次営業所

リホーム部

区　　　　分 役　割　・　責　任　・　権　限

代表取締役(社長)

・　環境経営に関する統括責任
・　環境管理責任者を任命
・　環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・　代表者による全体の評価と見直しを実施
・　環境活動レポートの承認
・　環境目標の設定を承認

環境管理責任者

・　環境経営システム構築・実施・管理
・　環境活動実施計画書を承認
・　環境活動レポートの確認
・　環境活動の取組結果を代表者へ報告

環 境 事 務 局

・　環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進の事務局
・　環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェック
　　の実施
・　環境法規制等一覧表の作成
・　環境目標、環境活動実施計画書を作成
・　環境活動実施計画の実績集計
・　環境活動レポートの作成、公開

部 門 長

・　自部門における環境経営システムの実施
・　自部門における環境方針の周知
・　自部門の職員に対する教育訓練の実施
・　自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況
　　の報告
・　特定された項目の手順書作成及び運用管理
・　自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・
　　訓練・記録
・　自部門の法令順守
・　自部門の問題点の発見、是正、予防措置

総　務　部

土木営業部

購買課
環境管理責

任者

建築本部
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Ⅲ．環境経営目標、具体的取り組み内容及び中期目標について
【中期目標（令和2年～令和4年）】

本社

三次営業所

作業所

項　　　目 単　位
基準年（実績） 令和2年度 令和3年度 令和4年度

(H30/6～R1/5) (R1/6～R2/5) (R2/6～R3/5) (R3/6～R4/5)

二酸化炭素排出量 kg-ＣＯ2 34,758 34,410(△1%) 34,063(△2%) 33,715(△3%)

一般廃棄物排出量 ㎏ 651 645(△1%) 638(△2%) 632(△3%)

上水使用量 ㎥

環境に配慮した設計 件

グリーン購入 品 0 2(+2品) 4(+4品） 6(+6品)

※本社事務所の上水道使用量につきましては、弊社が入っているビルの管理組合が一括管理し
ているため、弊社独自の使用量は、把握できませんので目標設定をしておりません。

※環境に配慮した設計は、当社の設計案件が住宅等が主ではなく、工場・倉庫等、特殊な棄件が
多く具体的な目標設定はせず、常に小さな提案でもするようにしております。

※一般廃棄物排出量は、その他可燃・不燃ごみを対象としております。

項　　　目 単　位
基準年（実績） 令和2年度 令和3年度 令和4年度

(H30/6～R1/5) (R1/6～R2/5) (R2/6～R3/5) (R3/6～R4/5)

二酸化炭素排出量 kg-ＣＯ2 5,678 5,621(△1%) 5,564(△2%) 5,507(△3%)

一般廃棄物排出量 ㎏

上水使用量 ㎥ 101 100(△1%) 99(△2%) 98(△3%)

※一般廃棄物排出目標は、排出量が少量のため、目標を設定しておりません。

項　　　目 単　位
基準年（実績） 令和2年度 令和3年度 令和4年度

(H30/6～R1/5) (R1/6～R2/5) (R2/6～R3/5) (R3/6～R4/5)

二酸化炭素排出量 kg-ＣＯ2 307,768 308,246(△1%) 305,131(△2%) 302,018(△3%)

資源の使用量 ｔ 659 10,389(△1%) 10,284(△2%) 10,179(△3%)

上水使用量 ㎥ 50 5,617(△1%) 5,561(△2%) 5,504(△3%)

6Sパトロール点数
点(以上) 7.8 92.6(+0.5点) 93.1(+1点) 93.6(+1.5点)

 (1作業所当り)

グリーン調達履行 ％ 100.0 100.0(±0%) 100.0(±0%) 100.0(±0%)

関係法令チェックによ
る指摘事項件数

件 0 0(±0%) 0(±0%) 0(±0%)

※二酸化炭素排出係数：0.636kg-co2/kwh（中国電力:平成30年度）

※化学物質を使用する場合は、適正に管理をします。
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Ⅳ環境経営目標とその実績（期間：令和1年6月～令和2年５月）

本社

※グリーン購入は年間実績で対比とする

三次営業所

項　　　　　　目 目　標 単位
数値目標

年間実績 達成率 備考
(令和2年度目標)

省エネ
ルギー

二酸化炭素排出量

基準年比
１％削減

㎏-CO２ 34,410 31,035

ガソリン使用量 L 8,531 7,521

90%

オフィス電力使用量 KWh 22,416 20,945 93%

88%

廃棄物
の削減

一般廃棄物排出量
基準年比
1％削減

㎏ 645 609 94%

グリーン
購　入

グリーン購入の推進
基準年比

+3品
品 2 0 0%

※オフィス電力・ガソリン使用量の数値目標は、基準年(H29/6からH30/5)の実績値の△1%値とす
る。

項　　　　　　目 目　標 単位
数値目標

年間実績 達成率 備考
(令和2年度目標)

省エネ
ルギー

二酸化炭素排出量

基準年比
１％削減

㎏-CO２ 5,621

ガソリン使用量 L 0

3,376 60%

オフィス電力使用量 KWh 8,838 5,308 60%

0 0%

省資源 上水使用量
基準年比
１％削減

㎥ 100 100 100%

※オフィス電力使用量の数値目標は、基準年(H29/6からH30/5)の実績値の△1%値とする。
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作業所

項　　　　　　目 目　標 単位
数値目標

年間実績 達成率 備考
(令和2年度目標)

省エネ
ルギー

二酸化炭素排出量

基準年比
１％削減

㎏-CO２ 308,246 292,480

軽油+ガソリン+重油+灯油使
用量

L 101,644 113,121

95%

作業所電力　　　　使用量 KWh 93,619 277,926 297%

111%

廃棄物
の削減

資源の使用量
基準年比
1％削減

ｔ 10,389 2,169 21%

省資源 上水使用量
基準年比
１％削減

㎥ 5,617 75

6Sパトロール点数(1作業所当り)
基準年比
１点以上

点 92.6 8.1 9%

％ 100.0 100.0 100%

1%

　

　

関係法令チェックによる指摘事項件数
指摘事項

ゼロ
件 0 0 100% 　

グリーン調達履行 100.0%

※電力・軽油・ガソリン・重油・灯油使用量の数値目標は、基準年(H29/6からH30/5)の実績値の△
1%値とする。
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Ⅴ環境経営活動の取り組み結果の評価と次年度の取り組み内容

(1)5年間の売上に対する推移（本社・三次営業所・作業所）

(2)三次営業所・作業所につきましては、作業所の数・作業内容に大きく左右する為、表示しておりません。

項目 単位
28期 29期 30期 31期 32期

（平成27年6月
～平成28年5月）

（平成28年6月
～平成29年5月）

（平成29年6月
～平成30年5月）

（平成30年6月
～令和元年5月）

（令和元年6月
～令和2年5月）

二酸化炭素
排出量 kg-CO2 39,726 40,285 40,161 34,577 31,035

項目 単位
28期 29期 30期 31期 32期

（平成27年6月
～平成28年5月）

（平成28年6月
～平成29年5月）

（平成29年6月
～平成30年5月）

（平成30年6月
～令和元年5月）

（令和元年6月
～令和2年5月）

オフィス電力
使用量 kwh 24,044 26,958 24,216 22,642 20,945
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項目 単位
28期 29期 30期 31期 32期

（平成27年6月
～平成28年5月）

（平成28年6月
～平成29年5月）

（平成29年6月
～平成30年5月）

（平成30年6月
～令和元年5月）

（令和元年6月
～令和2年5月）

ガソリン使用量 L 10,585 9,940 10,552 8,617 7,521

項目 単位
28期 29期 30期 31期 32期

（平成27年6月
～平成28年5月）

（平成28年6月
～平成29年5月）

（平成29年6月
～平成30年5月）

（平成30年6月
～令和元年5月）

（令和元年6月
～令和2年5月）

一般廃棄物排出
量 kg 687 527 607 651 609
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項目 単位
28期 29期 30期 31期 32期

（平成27年6月
～平成28年5月）

（平成28年6月
～平成29年5月）

（平成29年6月
～平成30年5月）

（平成30年6月
～令和元年5月）

（令和元年6月
～令和2年5月）

3 3 0 0
グリーン購入の推

進 品 5

0
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7

28期 29期 30期 31期 32期

(品) グリーン購入の推進
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(2)二酸化炭素排出量

①電気の使用

②ガソリン等の使用

(3）廃棄物排出量

(4）上水使用量

(5）6Sパトロール

取り組み計画 達成状況 次年度 評価（結果　等）

本社
不要照明の消灯 ◎

冷暖房の控え目使用 〇

　　　◎よくできた　　〇まあまあできた　　△あまりよくできなかった　　×全くできなかった

部門
継続 実施できた

夜間、休日はOA機器の電源はOFF ◎ 継続 実施できた
継続 季節的要因に、影響される

三次営業所
不要照明の消灯 ◎ 継続 実施できた
夜間、休日はOA機器の電源はOFF ◎ 継続 実施できた
冷暖房の控え目使用 〇 継続 季節的要因に、影響される

作業所
不要照明の消灯 ◎ 継続 作業所の数・作業内容等が大

きく影響する夜間、休日はOA機器の電源はOFF ◎ 継続

部門 取り組み計画 達成状況 次年度 評価（結果　等）

本社 アイドリングストップ 〇 継続 営業範囲等に影響が大きい

三次営業所 アイドリングストップ △ 継続 運転マナーの向上を図る

作業所
アイドリングストップ △ 継続 作業所の数・作業内容等が大

きく影響する作業停止時のエンジン停止 〇 継続

部門 取り組み計画 達成状況 次年度 評価（結果　等）

本社

可燃ごみ（裏紙の使用） 〇 継続 浸透してきている

可燃ごみ（プロジェクターの活用） ◎ 継続 浸透してきている

不燃ごみ(社内での再利用） △ 継続 職員の意識の向上を図る

〇 継続
作業所の数・作業内容等が大
きく影響する包装、梱包材の削減 〇 継続

紙、金属の有価物処理 〇

継続
作業所の数・作業内容等が大
きく影響する

継続

部門 取り組み計画 達成状況 次年度 評価（結果　等）

作業所

廃棄物の発生抑制のため、適切な
発生材料の適量化

継続 職員の意識向上を図る

三次営業所 節水運動の徹底 ◎ 継続
作業所の事務所・宿泊施設と
しての利用が大きく影響する

作業所 節水運動の徹底 〇

部門 取り組み計画 達成状況 次年度 評価（結果　等）

作業所

作業員に繰り返し目的、意義を教
育し、定着を図る

◎

全員参加の現場内清掃を毎日実
施する

◎ 継続 実施できた
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(6）グリーン購入品の調査・購入及び関係法令チェックリスト等による指摘

(7）6Sパトロール

・数値目標に対し、達成。

・年間累積実施でも、累計29作業所中すべての現場で数値目標以上だった。常に目標点

　以上を目標に作業をする。

(8）グリーン購入品の調査・購入及び関係法令チェックリスト等による指摘

①グリーン購入品の調査をし、毎年２品づつ増やすようにする。

②各作業所の完成検査における指摘事項はなく、グリーン調達等を含め完全施工できました。

③関係法令チェックリストによる指摘は、ありません。

Ⅵ．環境関連法規への違反、訴訟などの有無

（1）対象法律

(2)違反、訴訟など

次年度 評価（結果　等）
本社 グリーン購入品の調査・購入 ◎ 継続 品目を少しでも増やすようにする

事務用品等のグリーン調達の完全
履行

◎ 継続
検査等による指摘事項が内容
に実施する

関係法令チェックリストによる監査
(水質汚濁・土壌汚染・大気汚染
等、環境対策の実施状況確認)

◎ 継続
指摘事項がないように継続実
施する

廃棄物処理法、建設リサイクル法、浄化槽法、騒音・振動規制法、省エネ法、広島市地球温暖化条例

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありません。

部門 取り組み計画 達成状況

作業所
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Ⅶ．代表者による全体評価と見直しの結果

・EMSの適切性、妥当性、有効性　：　有

・環境方針　　　　　　　　　　　　　　　：　変更なし

・目的・環境活動計画 ：　変更有り

・環境経営システム各要素 ：　教育の実施

平成23年4月にエコアクション21の認証登録を受け、全社員一丸となり、継続的に取り組みを行い

地域社会に貢献していきます。

また、今後エコアクション21への取り組みを行っていく上で、環境負荷の軽減を図る為、本社・営業

所・各現場において紙・水・電力量、機械燃料、ガソリン等の削減を組織として、積極的、継続的に

取り組むことが必要であり、更に現場では、周辺環境への配慮にも重点を置き、環境・安全・コスト面

で効果が出る活動にしていきたいと思います。

運用実績では、特に大きな問題点も無いと思われるので、「環境方針」の見直しは、行いません。

Ⅷ．その他　取り組み

(1)河川清掃ボランティアへの参加

　広島県アダプト活動認定団体に平成23年9月14日付けで認定されました。

（参加活動名）

広島県アダプト活動

（活動内容）

　河川清掃活動（空き缶や吸い殻等の散乱ごみの回収等）

（清掃活動等の実施区域）

河川名 一級河川　太田川水系　京橋川

区　間 稲荷大橋　から　東広島橋　までの両岸　（約　５７０m)

（清掃活動状況）

(2)太田川の河川清掃ボランティア活動

（活動内容）
　河川清掃活動（空き缶や吸い殻等の散乱ごみの回収等）

（清掃活動等の実施区域）
河川名 一級河川　太田川水系　旧太田川
区　間 相生橋　から　空鞘橋　までの両岸（約　500ｍ）
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